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の後 CT-Bone の中長期の安全性と有効性を評価することである。 
対象と方法 
対象： 
先天異常、腫瘍または外傷による顔面骨に変形をきたした 20 症例の合計 23 部位に、2006 年 3






ーション模型自体を再び CT 撮影し、人工骨のみの DICOM データを抽出し、STL ファイルに変
換した。固定用孔などの内部構造を付与した最終デザインを 3D インクジェットプリンターに出





行った。CT-Bone は主に顔面陥凹部の非荷重部の骨面上に augmentaion の目的で使用した。 
観察期間は 1 年間と設定し、外来通院可能な患者は継続して追跡し適宜 CT 撮影を行った。 
CT による評価： 
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に未癒合と判定した。 加えて、CT-Bone 内部の CT 値の計測も行った。 
結果 
CT-bone 移植後に重篤な合併症は、観察期間（術後 1 年間）には認めなかった。 術後 1 年から 5
年の期間に、4 症例の 4 部位において移植部位の局所感染のため、CT-bone の除去が行われた。 
術中 CT-bone と母骨との適合は、全 20 症例において良好であることが確認され、そのため
CT-bone は容易に予定部位に移植することが可能であった。20 症例中 18 例で、術後 1 年の外来
診察時のアンケートで満足が得られた。 
1 年後に CT 撮影を行うことができなかった 2 例を除外して CT による評価を行った。評価期間中
（7 年 3 ヵ月）、CT-Bone の厚みの変化は平均+3.3%で CT-bone の形に経年的な変化は見られな
かった。CT-Bone と母骨と合計の厚みの変化は平均+3.3%で母骨の著しい吸収は見られなかった。




することが示された。CT-bone は将来的に、血管形成誘導因子や骨再生誘導因子を 3D プリンタ
ーによって三次元に制御された位置で放出することによって、骨再生を誘導可能なインテリジェ
ント型人工骨とすることを計画している。 
 
 
 
